
1139ＰＴジャーナル・第 50 巻第 12 号・2016 年 12 月0915—0552／16／紙：￥ 500／電子：￥ 750／論文／JCOPY

　理学療法の臨床現場では，骨・関節系疾患や脳卒
中などによって歩行や階段昇降などの基本動作が困
難となった方に対する運動療法とADL指導は大き
なウエイトを占めている．ヒトが椅子からスムーズ
に立ち上がったり，不整地な道でも安定して歩いた
り，階段昇降ができるのは，抗重力下における動的
姿勢制御と生力学的制御が相互に関与し合っている
からである．それだけに基本動作に関するバイオメ
カニクスの知識は重要となる．
　このため理学療法士・作業療法士をめざす学生に
とって，臨床運動学や運動学実習でのバイオメカニ
クスの学習は必須となるが，これがなかなか難解な
教科となっている．それは一つの基本動作を遂行す
るには，関節運動がどのように生じ，どの筋群がど
のタイミングで活動し，連鎖的な筋収縮がどのよう
に生じているのか，またベクトルはどの方向に作用
しているのか，などバイオメカニクスの分析力と演
算的な理解力が求められるからであろう．
　本書のオレンジ色の帯に記された「バイメカをあ
きらめない！」「なんだ，バイオメカニクスって，こ
ういうことだったのか」の文言には，バイオメカニ
クスを繙く喜びと，同時に長年，大学で運動学の教
育に携われてこられた著者の前田哲男先生はじめお
三方の教育マインドと教授力が込められている．
　本書は全 11 章から構成され，「椅子からの立ち上
がり」「歩行」「起き上がり動作」「車椅子動作」を軸
に，これらの動作遂行に必要不可欠なバイオメカ的
視点の姿勢制御，重心と支持基底面，筋力測定と力
のモーメント，重心動揺と床反力，関節モーメント
などを章立てし，各章ごとに 4～15 項目の生力学的
な設問と解答・解説が，各 1ページに統一されて計
85 問配置されている．すべての設問と解答・解説に
は，キーポイントとなるイラスト，図表が組み込ま
れ，また各章の初めには，学習目標と重要語句の解

説一覧が提示され，さらに最新の力学的な情報コラ
ムを随所に配置するなど，理解度を高め，やる気を
促進するような工夫がなされている．そこには苦手
意識のあるバイオメカニクスの重い扉を解き放ち，
自学自習に誘うような学習者本位の構成となってお
り，本書を手にして，設問と解答を見比べながら，
「そうなんだ！」と納得する姿が透けてくる．
　「バイオメカニクス」を自学自習できる本書を，理
学療法士・作業療法士を志す学生はもちろんのこ
と，臨床現場で日々，身体機能評価や運動指導に携
わっている理学療法士，作業療法士，言語聴覚士に
も最適なテキストとして推薦する．
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